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1. 組織の概要

IETF（Internet Engineering Task Force）は、インターネットプロトコルを定める

ための標準化団体である。IETFには、メンバーとか参加資格に関する規定はなく、

IETFの多数あるメールリングリストや誰でも参加できるミーティングへの参加者

によって構成されている（年3回開催：1997年は4月にメンフィス、8月にミュンヘ

ンで開催）。ミーティングには、毎回数千人を超える参加者があり、日本からの参

加も増えつつある。

IETFは、Applications、Internet、IPng、Network Management、Operational Req.、

Routing、Security、Transport、User Servicesの9つの分野で多数のWG（ワーキング

グループ）から構成され、各WGには議長がいる。各エリアには、エリアディレク

ターが1人か2人おり、エリア内のWGの生成消滅などを管理する。

2. 活動内容

各WGの役割は、インターネットプロトコルを構成する個々のプロトコルを開発、

評価、実装することである。WGは、プロトコル開発の必要に応じて生成される。

開発初期のプロトコルは通常、RFC*よりも気楽に登録できる「Internet Draft」と

して公開される。Internet Draftは、6か月で消去されるが、たいていその前に次の

版が公開される。プロトコル仕様が一応の完成をみると、その文書は「Proposed

Standard」となり、「Standard Track RFC」として出版される。多くの場合、この時

点でWGの役割は終了し、WGは消滅する。

RFCの中でも、「Standard Track RFC」は重要なものであるが、逆にすべてのRFC

がStandard Track RFCというわけではなく、各WGや個人が、プロトコル記述では

なく、単にインターネットコミュニティーに何らかの情報を提供するための目的

で、「Informational RFC」を書くことができる。また、実験的なプロトコルは、

「Experimental RFC」として出版される。

3. 意思決定のプロセス

IETFには誰でも参加できるため、票決という制度はなく、Working Codeと

Rough Consensusにもとづいた意思決定が行われる。動くインプリメンテーション

が存在して、みんながだいたい満足すればいいことになっている。実際にはこの

判断はWGの議長が行うため、議長の権限は大きい。年3回のミーティングのうち2

回は米国、1回は米国外で行われることになっており、議論は英語で行われる。一

応の国際性はあるが、かなり米国中心の組織である。

（太田昌孝・東京工業大学）

IETF（Internet Engineering Task Force）

RFC

Request for Commentの略。インターネ

ットに関するプロトコルや提案標準、

技術情報を記載した文書のこと。p. 124

参照

Internet Draft Experiment 

Historic 

Proposed Standard

Draft Standard

Standard 

IESGの承認 

IESGの承認 

要検証 

新しいStandard 
による置き換え 

検討期間：６か月以上 

検討期間：４か月以上 

図1　IETFのホームページ

http://www.ietf.org/

図2　インターネット標準の成熟

段階



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



